
1 森林税活用事業　事業別総括表(第３期実績)
1 P

2 令和４年度事業別実施状況　（主な事業）

※佐久地域実施分

1 「防災・減災」及び「住民等による利活用」のための里山の整備
(1)みんなで支える里山整備事業【防災・減災】

ア)間伐等 3 P

(2)みんなで支える里山整備事業　【県民協働】 4 P

2 自立・持続的な森林管理のための間伐材等の利活用
(1)地消地産による木の香る

ア)県産材公共サイン整備事業 7 P
イ)子どもの居場所の木質化 8 P
エ)木工体験活動支援 9 P

4 多様な県民ニーズに応えるための森林の利活用
(1)観光地等魅力向上森林景観整備事業 10 P

5 市町村に対する財政調整的視点での支援
(1)森林づくり推進支援金 11 P

(＊番号、項目は1ページ 総括表の事業名です。)

資料No.  1

森林づくり県民税活用事業 第３期実績（令和４年度）



単位：千円

２　自立的・持続的な森林管理のための間伐材等の利活用

３　森林づくりに関わる人材の育成

４　多様な県民ニーズに応えるための森林の利活用

５　市町村に対する財政調整的視点での支援

６　森林づくりの理解を深める普及啓発及び森林税の評価・検証

＊令和4年度計画については、振興局執行分のみ記載

【再掲】　

23,659 50,871 77,358 71,369 48,819

123

48,819

ー

第３期森林づくり県民税活用事業　事業別　総括表

区分 令和元年度実施予定の内容
令和元年度
実績

令和２年度
実績

令和３年度
実績

備考
令和４年度
実績

32,086

地域で進める里山集約化事業
間伐事業実施地の森林所有者の合意形成や所有者
の境界を明確化する取組を支援します。

－ ー 278

県民協働による里山の整備・利
用事業

「里山整備利用地域」における地域住民等の主体的
な参画により、薪利用や森林を活用した教育活動な
ど、里山の整備・利活用を推進します。

48,902 74,643 65,626

松くい虫枯損木利活用事業
松くい虫被害木を木質バイオマス発電の燃料（チップ）
に資源化して利活用する仕組みを構築します。

－ ー ー

―

－

薪によるエネルギーの地消地
産推進事業

身近な里山資源である「薪」を継続的に利用する仕組
みを構築します。

― ― ― ―

ー

多様な森林体験を促進する人
材の育成・活用

森林セラピーガイドの育成等を通じて、森林セラピーの利用を
促進し、セラピー基地等の魅力向上への取組を推進します。

― ― ―

小計 158 4,771 427

里山整備利用地域リーダー育
成事業

里山を管理・利用する地域活動のコーディネートや技
術指導等を行う人材、里山を維持管理する人材を育
成します。

― ― ―

700

―

―

714

―

―

県庁で実
施

【教育委員
会】

小計 0 0 0

自然教育・野外教育推進事業
モデル校において自然教育・野外教育プログラムの実
践・検証を行い、成果の普及を図ります。

－ ー ー ー

0

－

0

【県民文化部（一部）】

まちなかの緑地整備事業
市街地における木々に親しめる緑地の整備を集中的
に推進します。また、整備された緑地での地域住民等
による緑育・緑化活動につなげます。

― ― ―
【建設事務
所】

―

森林の教育利用の推進
学校林や「信州やまほいく認定園」のフィールド整備等
を行い、森林を活用した教育や子育ての取組を支援し
ます。

842 1,090 1,292 356

―

361

観光地における景観形成のた
めの森林等の整備

観光地の魅力向上のため、地域の景観に合致した街
路樹の整備や森林の景観整備を推進します。

9,772 7,331 3,178

395

2,154小計 8,2026,169

10,759

【建設事務
所（一部）】

森林セラピー推進支援事業
（施設整備支援）

施設整備等を通じて、森林セラピーの利用を促進し、
セラピー基地等の魅力向上への取組を推進します。

0 870 3,732

2,108

3,700

11,173

1,403

11,266 11,206

小計 285 200 400

11,046

11,046

331

331

森林づくり推進支援金
森林に関する様々な課題解決のための市町村の取組
を支援します。

10,759 11,266

森林税の普及啓発、評価・検
証

11,173

123400

11,206

小計

平成30年度
実績

21,416

－

－

21,416

427714

１　　「防災・減災」及び「住民等による利活用」のための里山等の整備

防災・減災のための里山等の
整備事業

「防災・減災」の観点から、必要性が高い森林の整備、
危険木の伐採及び河畔林の整備を推進します。

48,321 54,719 49,286
【建設事務
所（一部）】

2,583

ー

34,669

地消地産による木の香る暮らし
づくり事業

観光地における県産材公共サインの作成や「子どもの居場
所」の木造・木質化など、県産材利用の取組を実施します。

158 4,771 700

581 19,924 16,062

小計

地域振興局以外所管事業 19,847 22,813 14,49216,017

39,676

森林づくりの広報・普及啓発、企業との連携、税活用
事業の評価・検証を行います。

285 200

合計 70,718 100,171 85,861

地域振興局所管事業

10,614 9,291



１　事業の概要

２　目指す成果・成果目標

【取組により期待される効果】

３　令和４年度　実績

(写真)

　　　　　　1 (1) 　 みんなで支える里山整備事業（防災・減災）
　ア) 間伐等

防災・減災のために必要不可欠な里山の間伐 概ね 4,300ha 程度/5 年間

「防災・減災」の観点から、未整備の里山のうち、科学的知見等を活用して、優先的に整備が
必要な箇所の間伐を推進する。

・森林整備の実施を通じた防災意識の向上（里山整備実施者の増加）

佐久市 大沢

間伐

作業道開設

佐久穂町 中尾日影

間伐

作業道開設

単位:千円
実施地域 事業主体 補助率 補助金額

御代田町 南佐久中部森林組合 間伐 0.45ha

佐久市 佐久森林組合 保育間伐 0.35ha

間伐 5.57ha

作業道開設 1,275m

間伐 5.82ha
作業道開設 1,341m
間伐 10.74ha
作業道開設 2,778m
間伐 2.29ha
作業道開設 521m

総計 28,786

令和４年度 事業内容

9/10以内 28,786

笹崎材木店

佐久穂町 南佐久北部森林組合

小海町 南佐久中部森林組合

北相木村 南佐久中部森林組合



１　事業の概要

２　目指す成果・成果目標

【取組により期待される効果】

３　令和４年度実績

小海町　菅の狭
下刈

立科町　宇山
更新伐

1 (5)　みんなで支える里山整備事業
【県民協働による里山の整備・利用事業】

地域住民等の主体的な参画による里山の整備・利活用　概ね1,500ha程度/5年間（県全体）

長野県ふるさとの森林づくり条例に基づく「里山整備利用地域」において、住民協働による里山の整
備を促進するとともに、多面的な森林資源の利活用を進めることで、自立的・持続的な森林管理の構
築を図る。

・里山を活用した副業の展開等による山村経済の活性化、人材育成

単位:千円

実施地域 事業主体  事業内容 補助率 補助金額

佐久市
片倉区里山整備
利用推進協議会

下刈　　　4.24ｈａ 9/10以内 2,153

小海町 南佐久中部森林組合 下刈　　　0.26ｈａ

立科町 佐久森林組合 更新伐    1.89ha



１　取組の概要
・

・

・

２　目指す成果（目標・指標）
・

・ 地域住民等の主体的な参画による里山の整備・利活用

３　期待される効果等
・

・

・

・

・

４　認定状況

計 6地区 615

筆岩地区里山整備利用
推進協議会

地域住民、農業・環境団
体、森林組合等20名
地元住民等10名

自治会役員、森林組合等8
名
地域住民、地域団体、林業
事業体、森林組合
NPO法人、村、6名

地域住民、森林所有者、森
林組合、町、14名

糠地地区里山整備利用
推進協議会

片倉区里山整備利用
推進協議会

本間川里山整備利用
推進協議会

宇山地区里山整備利用
推進協議会

木次原地区里山整備利用
推進協議会

木次原地区

構成員の区分
及 び 人 数

74

375

面積
活動を推進する主体

名称

23

Ｈ31.2.20

Ｈ31.3.25

筆岩地区

65

19

59

糠地地区

片倉区

本間川地区

宇山地区

佐久市

小海町

立科町

北相木村

佐久穂町

  「里山整備利用地域」 認定に向けた取組

里山を保全するには、地域住民等による里山の多面的な利活用と間伐等の整備を推進することが有
効であり、こうした活動を広く地域で展開していくことが重要。

このため、「長野県ふるさとの森林づくり条例」に基づく「里山整備利用地域」に認定し、里山の整備を
進めるとともに、木材利用や教育、観光等の多面的な森林資源の利活用をすることが効果的。

こうした取組を普及･支援するため、制度の周知や取組のコーディネート、技術的な支援などを行う。

里山整備利用地域の認定目標　県下全体150地域

住民協働による地域活動の定着化と自立化

地域活動の取り組みの広報や研修会による他地域への波及

地域の林業技術者の活用や里山の多面的な価値を創造するビジネスモデルづくりの促進

R1.11.1

R2.2.13

R2.3.31

認定日

Ｈ30.12.11

1 (7)　県民協働による里山の整備・利用事業

間伐等森林整備や路網整備の促進

里山を活用した副業の展開等による山村経済の活性化

市町村名

小諸市

地 域 名

○対象森林面積が5ha以上あり、密接に関係する集落が存在する

（地形等の状況によりやむを得ない場合は5ha未満でも対象となり得る）

○地域住民等による自発的な活動を行うための体制がある

○活動の内容が里山の整備及び利用を推進するものであり、里山の保全に資するもの

○活動が継続的に行われると認められる

【認定要件】

住民協働の森林整備 森林環境教育 森づくり（植林活動）



１　事業の概要

２　目指す成果・成果目標

【取組により期待される効果】

３　令和４年度実績

【里山整備利用地域活動推進事業】
単位:千円

【里山資源利活用推進事業】 単位:千円

木工品の試作品 チェーンソー安全講習会

　　　　　　1 (7)　県民協働による里山の整備・利用事業
　ア) 里山整備利用地域活動推進事業
　イ) 里山資源利活用推進事業

　「里山整備利用地域」において、里山整備利用推進協議会が行う里山整備利用地域活動計画の作
成、里山利活用に係る地域の合意形成を図る活動等に要する経費を補助。

里山整備利用地域での地域住民等の主体的な参画による里山の整備・利活用　615ha（R３年度現
在）

・里山を活用した副業の展開等による山村経済の活性化、人材育成
・地域住民による、里山利活用の推進

0

補助金額

実施地域 事業主体  事業内容 事業費 補助率 補助金額

北相村 木次原
木次原地区里山整
備利用推進協議会

木質造形物試作品の作成 300 10/10以内 300

130

430

立科町 宇山
宇山地区里山整備
利用推進協議会

安全技術研修
里山を知る研修

130 10/10以内

計 ２団体 430

計 ０団体

実施地域 事業主体  事業内容  事業費 補助率

該当なし

0



１　事業の概要

２　目指す成果・成果目標

【取組により期待される効果】

３　令和４年度　実績

単位:円

長者の森　登山口 白岩　登山口　分岐点

112,500

計 112,500

補助率

北相木村御座山登山道 北相木村 登山道案内板の設置 3/4以内

補助金額実施地域 事業主体  事業内容

御座山（おぐらさん）登山道での看板設置状況

　　　　　　　　2 (1)　地消地産による木の香る暮らし事業

　ア) 県産材公共サイン整備事業

　本県が本格的なインバウンド大県となるためには、外国人観光客の視点に立った案内サインの整備
を推進する必要があります。そこで、外国人観光客等の利便性の向上を図るため、本県の豊富な森林
資源を活かし、観光地等における県産材を活用した案内サインを製作する優れた事業を支援する。

県産材の魅力を発信しつつ、外国人観光客等の利便性の向上を図る。
県産材公共サイン等設置枚数：概ね250枚程度／５年間

・外国人観光客等の利便性の向上



１　事業の概要

２　目指す成果・成果目標

【取組により期待される効果】

３　令和４年度　実績

単位:円

・子どもの居場所の質の向上、子どものよりよい教育環境づくり、情操教育の推進

　　　　　　　　2 (1)　地消地産による木の香る暮らし事業

　イ) 「子どもの居場所」木質空間整備事業

子どもの居場所の木質化、木製家具・木のおもちゃ等の設置 概ね175箇所程度/5年間

幼少期に木と触れ合うことは、情緒を安定させるなど様々な効果をもたらすとされており、こうした観点
からは子どもの安全・安心な居場所となる児童センター等は積極的に木質化等を図り、もって子どもの
健全な育成を図ることが必要。

補助金額実施地域 事業主体  事業内容 補助率

学校法人光徳学園
幼保連携型認定こども園

浅科幼稚園

学校法人光徳学園
幼保連携型認定こども園

浅科幼稚園

木の調度品・
おもちゃ設置
（園内設置）

3/4以内

おもちゃ設置状況（積み木）おもちゃ設置状況（カラマツブロック）

計 375,000

375,000

園内での調度品・おもちゃ設置状況



１　事業の概要

２　目指す成果・成果目標

【取組により期待される効果】

３　令和４年度　実績
単位:円

　　　　　　　2 (1)　地消地産による木の香る暮らし事業

　エ) 木工体験活動支援事業

　子どもが長野県内で生産された木材を使って行う木工体験活動やそれに付随する活動を支援するこ
とにより、木の良さを認識してもらうとともに、木材利用が森林整備に繋がるということの理解を深めても
らい、将来における県産材利用の意識の醸成と地消地産による森林資源の循環利用を図るための木
工体験の機会を提供する活動。

・木工体験活動により、情操教育の推進、森林づくりの大切さへの理解を深めるとともに、県産材の魅
力の訴求、県産材利用の意義についての理解浸透

補助金額実施地域 事業主体  事業内容 補助率

北相木村内他 北相木村
木工品（キノハナ）製作

林業や木工の仕事の紹介
3/4以内 212,000

参考　令和４年度　木工体験活動実施状況

計 212,000



１　事業の概要

２　目指す成果・成果目標

【取組により期待される効果】

３　令和４年度実績
単位：円

計 １町

実施地域 事業主体  事業内容 補助率

・観光地の魅力向上による観光利用者の満足度の向上

4 (5)　　観光地等魅力向上森林景観整備事業

地域の景観に合致した間伐等 概ね 85ha程度/5年間

豊かな森林資源を活かした観光地の魅力向上を図るため、地域の景観に合致した森林整備等を推進
し、観光地等の魅力向上を図る。

作業後　眺望確保状況

作業後　眺望確保状況

立科町　(町道夢の平線周辺)

補助金額

立科町　町道夢の平線周辺 立科町
修景林間整備、伐採木処
理

9/10以内 1,403,000

1,403,000



1　事業の概要

２　目指す成果・成果目標

【取組により期待される効果】

・身近な課題解決への取組による森林への関心の向上

・身近な里山などの森林整備や木材利用が図られること。

３　令和４年度実績

単位：千円

・市町村別詳細は次ページのとおり

5 (1)　　森林づくり推進支援金

全ての市町村で地域固有の課題の解決の取組が行われること。

森林づくり指針に掲げる方針を踏まえつつ、森林に関する各地域の様々な課題解決のための
国庫補助等の既存施策の対象とならない市町村の取組を支援。

11,173

実施地域 事業主体 事業内容 補助率 補助金額

小諸市他管内全市町村 各市町村
・松くい虫被害対策
・鳥獣被害防止緩衝帯整備
・木育推進　　他

定額



市町村名 № 事 業 名 事 業 費 支 援 金 そ の 他 備 考

(千円) (千円) (千円)

1 1 小諸市松くい虫被害防除特殊伐採補助事業 1,310 1,224 86

計 １　件　 1,310 1,224 86

1 1 松くい虫防除事業　伐倒・くん蒸業務 2,893 2,748 145

計 １　件　 2,893 2,748 145

1 3 緩衝帯整備事業 979 894 85

計 １　件　 979 894 85

1 1 松くい虫被害枯損木発見等立木調査業務 1,023 1,023 0

2 1 松くい虫被害防除対策業務 356 41 315

計 ２　件　 1,379 1,064 315

1 3 カラマツ木育事業 1,569 1,080 489

計 1　件　 1,569 1,080 489

1 3 緩衝帯整備事業 5,000 684 4,316

計 １　件　 5,000 684 4,316

1 2 木資源活用推進事業 640 532 108

計 １　件　 640 532 108

1 3 緩衝帯整備事業 1,320 617 703

計 １　件　 1,320 617 703

1 3 緩衝帯整備事業 1,293 957 336

計 １　件　 1,293 957 336

1 1 御代田町松くい虫被害防除対策事業 827 676 151

計 １　件　 827 676 151

1 1 立科町松くい虫防除伐採補助金 374 374 0

2 2 県産間伐材を用いたベンチの設置事業 336 323 13

計 　２　件　 710 697 13

合 計 13　件　 17,920 11,173 6,747

　　注）事業項目番号

軽井沢町

御代田町

立科町

　　　　　１：「みんなの暮らしを守る森林づくり」に関する事業　２：「木を活かした力強い産業づくり」に関する事業
　　　　　３：「森林を支える豊かな地域づくり」に関する事業

小海町

佐久穂町

川上村

南牧村

南相木村

北相木村

佐久市

　令和４年度　森林づくり推進支援金　実績一覧表

佐久地域振興局

事業
項目
番号

負 担 内 訳

小諸市


